
近畿旧友会 ハイキングクラブ 燦
さ ん

歩会
ぽ か い

    ２０１６年４月２４日例会 

「伊丹市 昆
こ

陽
や

池
いけ

をめぐる」（兵庫） 

午前１０時、ＪＲ伊丹駅集合。参加は男性１５名・女性５名。天気は快晴。 

歩き出す間もなく最初の目的地「有岡城跡」。 駅は城跡に作られたのですから。 

有岡城と云えば、大河ドラマで軍師官兵衛が地下牢に閉じ込められていた所です。 

戦国時代の石垣も残り、井戸跡などもあって、想像を掻き立てられます。 

戦国時代の城にはよくある事のようですが、黄色円内の石はどこかから石塔の台石を 

持って来たものでしょうか。 

有岡城は天正７年（１５７９年）に落城。 

 

やがてこの地は、江戸時代には酒造りの町 

「伊丹郷町
いたみごうちょう

」として栄え、今日に至るのです。 

町のそこかしこに、酒造の町のたたずまいが 

見られます。 



有岡城は、侍町・町屋までを堀と土塁で守る「惣 構
そうがまえ

」の城でした。 

南北およそ１．７km 。その北端に当たる 

「猪名
い な

野
の

神社」に向かいます。 

氏神様には、この日もお宮参りの家族が 

幾組も見られ、境内に作られた土俵では、 

子供たちが相撲の稽古に励んでいました。 

 

 

昆陽池は天平３（７３１）年に、僧行基の指導で作られたと言われています。 

古く「猪名野」と呼ばれていたこの台地に、ため池を作って水を引き田を開いたのです。 

池は往時よりは随分と狭められたようですが、渡り鳥の飛来する野鳥の楽園、市民の 

憩いの場として、親しまれています。 

行基は近畿を中心に各地を巡って仏の教えを広めると共に、池や橋を築き、田を開き、 

布施屋と呼ばれる無料の宿泊所などの社会事業を行い、菩薩と崇められました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この昆陽池も、その事業の一つだった訳です。行基の活動は、一時危険視されますが、 

やがて東大寺の大仏造営に協力を求められる事になって行きます。 

燦歩の最後に、行基がこの地に開いた布施屋の歴史を引き継ぐ、昆
こ

陽寺
や で ら

をたずねました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここも有岡城と同じ時期に、織田信長勢に焼かれ、同じ運命を辿ったもののようです。 

ただ、周辺には、「昆陽」「千僧」「行基」などの地名が残り、歩くにつれて、 

盛んな時代を偲ぶことが出来ました。 



燦歩会のこれからの予定です。 

       ５月 西国街道 水無瀬
み な せ

～サントリー～長岡京（大阪～京都） 

       ６月 能登川 水辺の集落を訪ねる（滋賀） 

       ７月 暑さを避けて休会 

       ８月 伊吹山でお花畑を楽しもう（滋賀 青春１８切符） 

       ９月 紀淡海峡 友ヶ島へ（和歌山） 

      １０月 恵那峡と明知鉄道（岐阜 一泊） 

      １１月 仁和寺 御室八十八カ所霊場巡り（京都） 

      １２月 納 会 

 ２０１７年 １月 岸和田城 岸
きし

城
き

神社 初詣（大阪） 

       ２月 大和郡山 ひな祭り（奈良） 

       ３月 タマ電車に乗って、あら川の桃花を観に（和歌山） 

 

入会大歓迎です。 

参加ご希望の方は、山村恵一さんにご連絡下さい。（０７４３－２０－４１５９） 

ご一緒に気軽に楽しく歩きましょう。   （近畿旧友会 生島
お じ ま

） 

 


